
令和６年度第１回釜石市地域包括支援センター運営協議会議事録 

 

１ 日 時  令和６年６月 27日(木) 13時 30分から 15時 00分まで 

２ 会 場  釜石市青葉ビル１階研修室１・２ 

３ 参加者  12人（別添名簿のとおり） 

４ 内 容 

(１)令和５年度釜石市地域包括支援センター事業実施報告について（報告：事務局） 

【質疑応答】 

〇一般介護予防事業の口腔機能向上事業(はつらつ健口教室)は、令和４年度と比べ実施回数と参加延べ

人数が減少しているが、これは何か理由があるのか。(運営協議会委員) 

➡令和５年度は、100歳体操の継続支援であるシルバリンピック事業のなかで口腔機能の検査を行ってい

たため、新規団体の活動件数に伸びがなかったと思われる。(事務局) 

〇総合相談事業の相談件数は、令和５年度 4,270 件であり、令和１年度からの相談件数の推移を見ると

平均的な値に戻ったかと思われるところもある一方で、令和４年度 5,164 件と比べると 800 件ほどの振

れ幅があるが、相談件数の推移に関する要因について教えていただきたい。(運営協議会委員) 

➡令和５年度の相談件数は、令和４年度と比較して実数としては 277 件の減少、相談内訳の差は 894 件

となっている。これは令和５年度の一回あたりの相談内容が複合的な課題を持っているものが多かった

ため、複数の報告にカウントされて相談内容別の件数で差が生じたもの思われる。(事務局) 

 

(２)令和５年度釜石市地域包括支援センター事業計画と運営体制について（説明：事務局） 

【質疑応答】 

〇運営体制について、社会福祉士が１人減となっているが、業務の状況に変化等はないだろうか。(運営

協議会委員) 

➡令和５年度にようやく社会福祉士の人員体制が３人となったところであるが、採用形態が会計年度任

用職員ということで、1人退職となり２名体制に戻った。相談件数が増加しているなかで社会福祉士の役

割は、重要となってきているので、厳しい状況となっている。また、基準と照らし合わせて主任介護支援

専門員の人員も不足している状況が続いているので、会計年度任用職員として募集をかけているが、応

募がない状況である。(事務局) 

〇人員が不足しているところで、業務に支障が出ているといったことはないだろうか。(運営協議会委員) 

➡社会福祉士は２人体制になっているが、主任介護支援専門員、保健師がカバーして連携を図りながら

対応している。(事務局) 

〇(主任介護支援専門員の)募集は継続しているのか。(運営協議会委員) 

➡そうである。(事務局) 

〇認知症カフェは、どういった内容のものになるのか。(運営協議会委員) 

➡はまゆり在宅介護支援センター(以下、「はまゆり在介」)と認知症の家族会で実施しているものである。

主にはまゆり在介が認知症に関する講話や体操を実施したり、グループで別れて認知症の家族介護に関

する情報交換を行ったりしている。(事務局) 

〇家族で対応していて、「こんな時にどうしたらよいか」というのが分かれば介護の仕方も変わってくる

と思う。(運営協議会委員) 



〇平田のつながるカフェとの違いはどういったものなのか。(運営協議会委員) 

➡平田のつながるカフェは、あいぜんの里と平田地区生活応援センターで実施しているもので、地域包

括支援センターが直接関わっているものではない。認知症カフェとは少し違うもので、地域の相談業務

や地域活動に関する話し合い等を自主的に行っているものである。(事務局) 

 

(３)認知症初期集中支援チームの活動（活動報告・計画）について（報告：事務局） 

【質疑応答】 

〇今回の報告のなかで薬局からの情報提供で支援を行ったという方もいるが、職員の皆さんは対応に追

われて疲弊していないだろうか。(運営協議会委員) 

➡薬局からつないでいただいた案件は、１度の訪問等で終了することは少ない。例えば対象者の生活の

質を向上させるための支援を行った場合、介護申請、病院受診、服薬状況の管理、金銭管理の支援など、

１人あたり概ね３ヶ月は集中的な支援を必要とするため、地域包括支援センターと地区生活応援センタ

ーと連携を密にして対応した。(事務局) 

〇他の職種と連携することで見えてなかった部分が見えることがあるので、高齢者が安心して暮らして

いける地域づくりを目指して関係機関で連携を深めていければと思う。(運営協議会委員) 

➡薬局の皆さんの見立てが的確だったので、情報提供いただいて実際に生活状況を確認すると重点的に

支援が必要な案件が多かった(支援に入り易かった)。感謝いたします。(事務局) 

〇認知症初期集中支援チーム(以下、「チーム」)の相談経路は、どこから相談が来ることを想定している

のか。(運営協議会委員) 

➡関係機関や地域住民等、様々なところからの相談を想定している。(事務局) 

※説明で使用した事例は、個人情報が含まれているため、検討後に回収した。 


